
第8巻　第4号
215

tl“ltllllllHllllllllllNllllllll■ll”llllllUIIlMll“itll“ltltl暫”1111111111111111111ttlllllll川lllllllllllllllllllllllHIIIIIIIIIIIIItltftllllllll・lllltllNlllllllllilttlltlllllllllLllllMIIIIIIIHI“IIIIIIIIIIHMttl研究速報

　　　　　放射エネルギー源としてSr9°を用いる発光塗料の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　仁　木　栄　次

　計器の文字盤，夜光時計等に用いられている発光塗料

は残光性螢光体zns／cu（あるいはzncds／cu）に放射

エネノLギー源としてα線を多く出すRa，　MsTh，　RaTh

等を混合し，接着剤を添加して塗布して用いる・これら天

然の放射性元素は非常に高価な上，主としてα線にょる

結晶破壊のため1）螢光輝度も比較的早く減衰するので，

Raのように半減期の余り長すぎるもの（半減期1700年

位）を用いることはむしろ不適当と云えよう．

　最近においては半減期の比較的長い放射性同位元素が

多量にできるようになったので，それらの発光塗料への

応用が考えられてきた・α線を出す適当な半減期のもの

は現在見当らないが，β線源としてSr－Y（90）2）が有効で

あると云われる．ここではSrgoをRaと同様の使い方

をして発光塗料を作った場合の粉末輝度を螢光輝度計に

よって験べ発光塗料の放射エネルギー源としての優劣を

比較したものである．

　発光粉末の調整　螢光体はこの実験においては従来よ

りRaを用いて実験を行っていた数種のznSICu，　znCd

s／cuと，その他にzns／Ag，　zn2sio4／Mnおよびzncd　s

／Agを用いた・zn　Cd　S／Agは大日本塗料においてx線用

およびテレビのブラウy管用として作られたのである．

　Sr9°はCarrier　freeで硝酸塩の酸性水溶液である・始

めの実験はo・5m・／1・…後の実験はO・・2m・／1・…の濃度

に稀釈して用いた・

　まず螢光体0．1gを小型磁i製増禍に採り，それにSrgoの

水溶液を一定量添加し，始め水浴上乾燥後，110°Cの空

気浴で約15分位乾燥する・この方法で螢光体1g当りSrgo

を0．5mcより4mcの聞，量を変えて添加し，これを第1

　　　　　　　　　　　　図のエボナイト製の測定容器
　バLJLti・ム　　　　　カバLガラス

　　　　　　　　　　　　に入れ，カバーガラスをバル
　ーL

　　　　　　　款皿・茎濃織難鷺

　　　　5mm　　　　　　る．試料螢光体は通常0．19程

　第1図　粉末試料容器　度になる．

　×…普通3mmを用v’る　測定結果第2図は従来の

残光性znS／cuを用い，それぞれsrgoとRaを放射エネル

ギー源とした場合の比較である．Srgo（25年）動Ygo（2．

54日）9．　Zrgoは使用の最初より放射平衡にあるため，

混合当日より輝度はほとんど一定で，螢光体の破壊と放

射能の減衰に基いて少しずつ明るさが減少して行く・

　Raを用いた場合には混合時乾燥操作にょってRnが完

全に失われるため，Ra玖Rn　rRaCノまでの放射平衡に達

するまで放射・r一ネルギーの増加と共に螢光輝度杢上昇す、

る．1）普通混合後20日位を最大として以後は螢光体の破

白井ひで子
価呪輝度

O．10

0．05

0　　」≦し経過日数1°°　　15°

第2図　総過日数と粉末輝度変化
①Zn　S／Cu（N社）　　　4mc　Sr9°／9
②同．と　　　　　　　　　　2mc
③同上　　　　　　　　　　　1mc
④Zn　S／Cu（Ede　H社）　　lmc　Sr9°／9
⑤Zn　S／Cu（N社）　　　0．1mc　Ra／g

壊に基く輝度

低下の方が著
しくなる．

　Srgoを用い

た場合の螢光

輝度の低下と

Raを用いた
ときの低下を

比較したのが

第1表である．

　初輝度は
Srgoのとき0
～50日の平均

としたがRa
を使用のとき

は10～40日の

平均を採っ
た．

この表より見てSrgo（Ygo）のβ線破壊の方がRa系列の

α線破壊より少ないことが分る．Srgo　2mc／9のとき比較

的減衰率の高いのは混合時の操作にもよると考えられる

　　第1表　蛍光輝度の減衰率　　＊10－40日の平均

種 類
放射エネル　　0～50日平100～150日　減衰率

ギー　　　均c／m2平均c／m2　％
Zn　S／Cu　（D社）

　同　　　　上

　同　　　　上

　同　　　　上

ZnS／Cu　（EdeH社）

Srgo　4mc／9

Srgo　2mc／9

Sr9°　1mc／9

Ra　O．1mc／g

Srgo　lmc／9

0．143

0，078

0．053

0．067＊

0．061

0．103

0．053

0．042

0、042

0．055

24．5

32

21

37

10

第2表　各種蛍光体のSrgoおよびRaによる輝度

種 類R
冾R°自1ぽ1／gl・・・・…／・1・…2・・／・

Zn　Cd　S／Ag（テレビ用）

Zn　Cd　S／Ag　（X線用）

Zn2Sio4／Mn（陰極線用）

ZnS／Cu（Ede　H社）

Zn　S／Cu（D社）

0．031

0，047

0．037

0．032

　＿＊
0．021＊

0．0031

0．040

0．034

　＿＊
0．048＊

0．0055＊

0．064

0，049

＊　Srgeの混合操作に不十分な点があpたので再実験中のもの

　さらに第2表は螢光体の種類を変えて試験を行ったも

のである．zncds／AgはznsとcdSの混晶で活性剤と
して銀を入れた螢光体であるが，特にX線用に作ったも
のが放射エネルギー一に対し輝度が高かった．

　なおRaはRaBr2・2H20を適当濃度の水溶液（0．1
mc／lc．c．）にしたものであるが，　Sr90は硝酸塩で硝酸酸性

の水溶液の形で輸入される．したがって混合時に微アル

カIJ性までに中和することと，稀釈度を適当にする事が

必要であった．すなわちこの操作を十分にしないとSrgo

が乾燥時に容器の壁につたわり，螢光体面に付着しない

事と，螢光体が遊離硝酸により破壊される恐れがある・

　むすび発光塗料の放射エネルギー源は従来もっばら
Raを使用していたが，　Srgoを用いて十分な輝度が得られ
る事が明らかになった・螢光体の破壊も少なくエネルギ
ー源からのγ線もないのでSrgoの方がむしろ優れた発光
塗料を作り得るものと考えられろ．　　（1956．1．24）

　文献　1）仁木：生産研究5211、（1953）
　　　　2）　田島：蛍光体同学会・昭28－－12－16
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　　　　　　　　　　　　　　　　　Nb．2

No，5

亀挙）腿蝦

時間（5ac｝

第3図堤体振動記録
20

　　10回数（鬼）

No．1

　1　　5　　9

20

　10回数（％〉

0

15 17　　 21　　　25　　　29　　 35

　　　　秒（10ロ2）

　No．2

1 5　　9　15　17　21 　　25　29　53　57
b（10－2）

して再び閉じはじめ開度2．3mに至るまでは微少

なふれを持続し，それ以後開度2，3mで放流して

いる間は振動を認め難い．このダムの自己振動週

期については設計当時堤高が130mになるとの

想定のもとに研究が行われ次表の如く推定されて

いた．

模 型

材料 縮　尺

寒天　1／1000

〃

〃

コ“

〃

11667

1／500

1／400

1／400

週期（相似律により換算せる値）

第1次

0．27
sec

0．25～0．26

0．26

0．35

0．40

第2次

0．19
sec

0．17～0．18

O．18

備　考

空虚時

〃

〃

〃

満水時

20

　10回数（％）

0

No．5

1 5　　9　15 17　21　25
@　　　　　　1秒（10幽2）

29　55　31　41

　　　　　第4図　上椎葉排堰堤振動周期頻度曲線

最大加速度振幅の最大値は半振幅で0・65gal，しばし

ば現われる大きな振幅は0．4ga1程度である．先に述べ

たように振動の大きさとゲートの開度には関係があるよ

うである．

　すなわちゲート開度が3．1mの間は振動が大きくこれ

をさらに開きはじめるとともに振動が微弱となり，全開

　完成した堰堤の堤高は110mであって上記の

実験に予想された高さより20m低いことを考慮

すれば週期0．21秒および0．29秒前後の卓越週

期は不規則な強制力によって誘起された堤体の自

己振動週期を示すものと推定される．ただその値

が上記の予想値0．40秒に比しやや小さめの如く

である．

　そのほかに存在する短週期の卓越週期について

は原因を推定し得ないが浴流部およびゲート部か

ら発生する強制振動ではないかと考えられる．終

りに九州電力株式会社土木部および上椎葉発電所

建設所に対し感謝の意を表するものである．この

測定装置の購入および設置は中聞試験研究費によ

ったものである．　　　　’　　（1956．1．19）

　　一★一　　　　　　　　一☆一
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